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第 255回 東三河午さん交流会を次のとおり開催いたします。 

日 時：２０２５年９月５日（金）１１：３０～１３：００ 

場 所：ホテルアークリッシュ豊橋 ４階「ザ・テラスルーム」 

講 師：豊橋市自然史博物館 館長  吉川 博章氏 

『未来へつなぐ自然史博物館：これまでの歩みと新たな挑戦』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参加会費 ３,０００円 [お食事付き]  ※午さん会の年間会員：無料 

★参加希望の方は下記申込書にご記入の上、ＦＡＸまたはＥメールにてお申込みいた 

 だくか、右記のフォームより９月３日（水）１６:００までにお申し込み下さい。 
それ以降の欠席につきましては、後日会費の請求を申し受けますのでよろしくお願 
いいたします。 

※参加申し込み後のキャンセルについて締め切り日を変更させていただきます。 

食品ロス削減の観点からも、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

〔申込先〕 東三河懇話会（担当：小野） TEL:(0532)55-5141  FAX:(0532)56-0981 
E ﾒｰﾙ: ono@konwakai.jp 

 

第 254回 東三河午さん交流会  参加申込書      ＦＡＸ（０５３２）５６－０９８１ 

会社・団体名  

所属・役職名  

氏  名  電話番号  

 

豊橋市自然史博物館は「生物の進化」と「郷土の自然」をテーマとして昭和最後

の年、1988 年に開館しました。平成の 30 年間を経て、早いもので開館 40 周年も

近づいてきました。この間、博物館を取り巻く社会環境も変化し、博物館に対する

イメージも大きく変わってきたと感じています。 

最近では、新型コロナウイルス感染症拡大が社会に与えた影響、令和 5 年度の

70 年ぶりとなる博物館法の改正などもあり、博物館の活動のあり方や求められる

役割も多様化しています。 

自然史博物館はこうした社会変化の中で進化を遂げ、東海地方有数の自然科学

系博物館に成長してきました。現在も引き続き令和の時代に対応した新たな博物

館運営を模索しており、昨年 12 月には愛知県内の公立博物館としては初となる『文

部科学省科学研究費助成事業指定研究機関』にも指定されました。 

本講演では、自然史博物館のこれまでの活動を振り返り、今後どんな挑戦をして

いくのかについてお話しします。 

≪講師より≫ 

 

東三河午さん交流会のご案内 


